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 日 本 の本州以南の低標高地にはコナラ (Quercus serrata)の 優 占する二次林
が広く分布する．常緑広葉樹林帯であるこの地域に落葉広葉樹コナラの優占す
る二次林が広がっているのは，人間活動の影響によるものである．  
 コナラ二次林では林木を薪炭材として利用するために定期的な伐採が行われ
た．伐採を受けた株からは新たに萌芽が生じ，林が再生した．落葉落枝や下草
が堆肥をつくるために採取されることも多かった．このようなコナラ二次林の
植物利用は人口の急増した 17 世紀前半にピークを迎え， 20 世紀中旬まで続い
たが，  その利用の程度は 1960 年代以降，化石燃料や化学肥料の普及により急
速に低下した．  
 コナラ二次林の経済的な価値は失われたものの，近年は都市近郊における環
境保全，環境教育，レクリエーションの場として再評価されている．しかし，
コナラ二次林の大半は管理されなくなってから荒れるにまかされており，特に，
草本植物が激減している．生物の多様性を維持するためにコナラ二次林の適切
な管理が望まれている．  
 常緑広葉樹林帯のコナラ二次林で伐採や下草刈りなどの林床管理が行われな
くなると，この地域の遷移系列の極相林であるシイやカシ，モミなどの常緑樹
林に移行すると言われている．しかし，関東地方では多くのコナラ二次林で管
理が行われなくなって 30 年以上が経過しているにもかかわらず，林内で常緑樹
の低木が成長している場所は限られており，広い面積にわたってアズマネザサ
(Pleioblastus chino)が繁茂している．アズマネザサは場所によっては林内で
高さ 4m を超え，その植被率は 100%に達している．このような場所では林床に
他種植物はほとんど見られない．  
 関東地方の管理放棄されたコナラ二次林を多様な植物の生育できる環境とす
るには，林内のアズマネザサの現存量をコントロールすることが必要不可欠で
ある．本研究では，林内の光環境がアズマネザサの成長量の決定要因となって
いるという仮説を立て，東京都と埼玉県の境界にある狭山丘陵およびその周辺
のコナラ二次林において林内の光環境を正確に評価するとともに，その予測方
法を確立し，アズマネザサ現存量との関係を明らかにすることを目的とした．
また，林床管理が放棄されてアズマネザサが成長する過程で林床の光環境と植
物の種組成がどのように変化するかを調べ，常緑低木の多い林床との比較も行
い，今後の望ましい管理手法について考察した．  
 本論文は以下の 5 章からなる．  
 第 1 章「管理放棄されたコナラ二次林と林床のアズマネザサ」では，人によ
る継続的な管理によって維持されてきたコナラ二次林の歴史と特性について概
説した．これまでのコナラ二次林の種組成や構造を対象とした研究のいくつか
が，関東地方の管理放棄されたコナラ二次林においてアズマネザサが林内の植
物多様性を決定するキー・スピーシーズであると指摘している．しかし，アズ
マネザサの現存量を決定する要因が何であるかについての詳細な議論はなされ
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ていない．その最大要因が林内の光環境であるという仮説を，日本の落葉広葉
樹林の代表的な林床型のひとつとして研究が進められてきた様々なササ型林床
の生態と，林内の光環境が林床植物の成長に及ぼす影響についての先行研究と
を参照しながら検討した．  
 第 2 章「林冠下の直射光および散乱光量の評価」では，林内の光環境を正確
に評価するには直射光成分と散乱光成分を分ける必要があることを踏まえ，こ
の両成分を理論的に分ける手法を示した．その際，近年発達した全天写真によ
る林内の光環境の評価方法について，その有効性を検証した．林外と林床にお
ける直射光と散乱光の光合成有効光量子密度（ PPFD）について，光量子センサ
ーを用いた測定結果と全天写真を用いて得た推定値を比較した．その結果から，
全天写真の解析により算出された林冠植被率を用いて，林内の散乱光のレベル
が求められることを示した．また，直射光である光斑の数や強度も，全天写真
から予測された PPFD の日変化から読み取ることが可能であり，これらの変数が
林冠植被率と高い相関を示すことも明らかにした．これらのことから，全天写
真法によって林内の光環境を評価することが可能であるという結論に達した．  
 第 3 章「斜面方位と樹種組成が林内の光環境とササ現存量に及ぼす影響」で
は，林冠下の光環境は斜面方位と林木の現存量の影響を受けており，これがア
ズマネザサの成長の決定要因となっているという仮説を検証した．管理放棄後
に年数が経過し，アズマネザサ現存量が異なるいくつかの林分の光環境を林冠
植被率で比較したところ，夏のコナラ着葉期には林分間でほとんど差がなかっ
たが，冬の落葉期には大きく異なっていた．落葉期の林冠植被率は林内に混交
する常緑樹の胸高断面積が増加するにつれて高くなった．そして，アズマネザ
サ現存量を，斜面の効果を表す変数と常緑樹の胸高断面積とによって回帰する
ことができた．結論として，林冠の鬱閉したコナラ二次林の林冠下では，常緑
植物であるアズマネザサの現存量は冬の落葉期の光環境によって規定されてお
り，常緑樹の胸高断面積と斜面の方位及び傾斜角など簡便に測定できる変数か
ら予測可能であることを述べた．  
 第 4 章「ササ型林床の形成過程  ─  常緑低木型林床と比較して」では，アズ
マネザサの成長段階の異なる林分で，アズマネザサの現存量及び遮光量と林床
の他種植物の種数及び種組成を比較し，ササ型林床の形成過程を検討した．あ
わせて，管理放棄されたコナラ二次林のもうひとつの代表的な林床型である，
シラカシ (Quercus myrsinaefolia)やヒサカキ (Eurya japonica)など常緑低木が
多く生育する常緑低木型林床の分布とその形成過程を調べ，ササ型林床と比較
した．その結果，常緑低木型林床はササ型林床と異なり林冠に常緑樹のアカマ
ツ (Pinus densiflora)が混交している場所に分布していることが明らかになっ
た．ふたつの林床型の形成過程をみると，ササ型林床ではアズマネザサ，常緑
低木型林床ではシラカシ及びヒサカキの成長に伴い地表面の光環境は著しく悪
化し，林床の総種数が減少した．しかし，いずれの林床型でも管理継続中には
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見られないものの，管理放棄後数年たつと現われ，ササもしくは常緑低木が成
長すると再び林床には見られなくなる種が多く存在した．ふたつの林床型と管
理強度の異なる林分が混在することで，コナラ二次林の種多様性が高められて
いることが示唆された．  
 第 5 章は総括である．本研究は全天写真法により，直射光と散乱光の比率も
含め，林内の光環境を適切に評価できることを示した．また，夏季の林内の光
環境は立地や林相が異なっても多くのコナラ二次林でほぼ同じであったが，コ
ナラが落葉する冬季には斜面方位や常緑樹の混交率の違いによって変化した．
その違いが，林床のアズマネザサ現存量の差や常緑低木の有無などの不均一性
を生じさせていることを明らかにした．そして，林床における優占種以外の植
物の種数及び種組成がササ型林床ではアズマネザサ，常緑低木型林床ではシラ
カシやヒサカキの存在によって強い影響を受けていることを明らかにした．こ
れらの結果は，管理の継続されているコナラ二次林で，その管理の内容や頻度
によって草本層の種組成や構造が決まるのとは対照的である．継続的な人間活
動の影響により維持されてきた林に管理放棄後どのような変化が起こるかとい
う点については，林床管理が継続的に行われているコナラ二次林は階層構造を
欠いているため，斜面方位と林冠層における常緑樹の有無による影響が大きい
ことを示した．  
 経済的な価値を失ったコナラ二次林で，高度経済成長期以前のような管理を
復活させ，草本植物を中心とした多様な植物種の再生をめざすことは不可能と
思われる．しかし，立地や林木の構成など林の特性を踏まえた効果的な管理計
画を立案することで，コナラ二次林を生物相の豊かな環境として再生していけ
る可能性があることを本研究は示している．  
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